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シンポジウム「皮膚，体，食事，睡眠を知り，美しく年を重ねる」

加齢による体型変化と美しさ
Age-Related Changes in Body Shape and Beauty
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多くの女性は，どの年齢でもスタイルに関心があり，歳を経ても若いころの体型を維持したいと思っている。しか
し，妊娠や出産，閉経などで体型変化した事実にも気づいている。ワコール人間科学研究所では，1964年の設立以
来，4歳から69歳までの女性を対象に，毎年，1000名以上の人体計測を実施している。このデータを用い，日本人
女性の加齢による体型変化の実態を調べた。

1950年代に生まれた約1800名の18～54歳に至るまでの体型計測値（マルチン式計測，生体記録写真）の分析から，
近年の日本女性の加齢の実態は，20代後半で胴体部が最も細く，その後増加していく。約25年間に体重は5 kg増加
し，胴体部ではウェスト周径と腹部周径の変化が大きいことがわかった。また，加齢による体型変化は，単に太る変
化ではなく，形の変わる変化であった。形の変化を詳しくみるとバスト，腹部，ヒップの加齢変化には法則があり，
すべての人が同じ順序で変化するが，変化のはじまる年齢や変化のすすむスピードは人によって異なることがわかっ
た。

体型変化の小さな群と平均的な群を抽出し，両群の比較をすると，変化の小さな群の身体特徴は，体脂肪が少な
く，生活習慣病の指数が低い。生活行動は，活動的な日常生活，規則正しい食生活，身体に合った下着を着用してい
るという3つの特徴があった。

さらに，バストの加齢変化の小さな群と平均的な群を抽出し，その原因を探るため，バストの動きや皮膚の伸縮方
向，皮膚特性を調べ，重力の皮膚への影響を考察した。実際に無重力下でのバストは，ひずみのない半球状に近く，
丸くきれいな形をしていた。

以上，変化の要因を少しでも少なくすることで，自然な美しさが実現できると考える。加えて，体型維持には，上
記で述べた3つの生活行動を長期間継続，習慣化できるかどうかがポイントであり，体型変化の小さな群からわかっ
た運動と食事の習慣化は，健康維持の指導内容とも共通しているので，長期間にわたって体型を維持することは，健
康維持につながると推測できる。つまり，自然な美しさの追求は，健康なからだにつながると考える。


